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「2 歳ピアノリトミックからバスティンパーティーAへ」 

 

 ２歳ピアノリトミックを勉強しながら、バスティン教材を使用しているバスティン研究会所属の

ピアノ講師にて、２歳からピアノ導入へとスムーズに繋げる為の勉強会を開催しました。 

  

 今回の内容は、2 歳ピアノリトミックとパーティーAとの内容を照らし合わせ共通点を見つけ

てみる事にしました。 

■グッズについて 

■２歳と３歳の発達の違いについて（数字・形・色の認識等） 

■キャラクターについて 

■習得目標について 

 

＜最後に＞ 

■2歳ピアノリトミック講師として 

 

 

■グッズについて 

 ピアミックでは、ワーク・赤青手袋・カスタネット・音符カード・鍵盤シート・オリジナルCDを使用し

ている。 

 パーティーA では、教本の他にお手玉・玉ひも・指つみき・フラッシュカードを使用している講師

が多い。 

■２・３歳の心身の発達の違いについて 

 数、音符、形、色など、２歳と３歳の認識の違い。 

 色がないページがないといわれている程、色鮮やかなバスティン教材と色を作っていくピア 

ミックワークの使い方について 



 
■キャラクターについて 

 ピアミック「音の国」で出会うキャラクターとパーティーシリーズで出てくるキャラクターにつ

いて。 

■習得目標について 

“パーティーAに入るまで” ・・ピアミック７つの習得目標・・ 

１． 数字の理解 

２． 手の左右の理解 

３． 音の強弱の認識 

４． 速度の認識 より速く・より遅く（手で、鍵盤で表現できる） 

５． 音の高低の認識 

６． 感情表現 

７． リズム打ちが出来る 

 

“パーティーAが終わるまで“に修得したい事  

１． ピアノを弾く為の「手」について認識する（右手左手指番号） 

２． 鍵盤について認識する（しくみ・名前） 

３． 音について理解して聴きとりをする（高低・強弱・方向・イメージ等） 

４． 基礎リズムを学習して聴き取りと創作をする 

５． 楽譜の読み方と練習方法を学習する（楽しみながら反復） 

６． 奏法について学習する（指の操作、緊張弛緩・脱力） 

７． イメージによる音遊びをする 

 

 

  



■2歳児を対象としたピアノ講師として私に必要な事を考えてみました。 

① 講師が常に勉強し情報を持っている事。 

２歳ピアノリトミックはリトミックの勉強だけなく「２歳児とは？」という部分も多く勉強し、

情報を持ちながらレッスンを行います。 

ピアノを習いたいお子さんがどんな音環境で２歳までを過ごしたかによって、３歳ピアノ

導入に変化が現れます。 

② 講師が楽しんでいる教室 

ピアノリトミックのグループレッスンをするという事は、講師自身がしっかりとした「誘導力」

を持ちます。そこからそれぞれの個性を「引き出す力」もつけていきます。 

それぞれの個性を見つめる事で、小さい時期の子どもやママを「受け入れる力」も自然

と身につける事ができ信頼関係が深まります。 

そんな信頼関係の中で様々な事を発見し、生徒やママと分かる喜びを共感していきま

す。（「分かる喜び」が次第に「弾ける喜び」へと繋がっていきます。） 

成長する生徒の姿を見る事が「自分の喜び」に出来る講師のお教室はとても楽しく活気

に満ちたお教室です。 

     「レッスンを楽しめる講師」がパーティー教材を使用する時、今までとは違ったアプローチ

が出来る講師になる事でしょう。 

この事から次回は「ピアミックを知った事」で講師としての変化ついても考えていきま

す。 

 

♪参加講師の感想♪ 

 パーティーA とピアミックの習得内容には共通点が多く、2 歳児のピアミックから自然な流れ

でパーティーA へ繋がると感じました。 

 これから更にパーティーA へ進みやすくなる為のピアミックのアプローチ法の案にもワクワ

クします。又、ピアミックで育った感性を持って表現力がつくパーティーに進むことは楽しみに

感じます。 

 パーティーテキストでの新たな発見もあり勉強になりました。 

                          （ピアミック受講生・吉田先生） 

 

生徒がわかる→楽しい教室を！ 

パーティーAの前のピアノ導入について 

ピアノのお稽古が難しいとされる 2 歳児に、負担無くピアノレッスンに触れ合ってもらうために

は？ピアノを弾くということ意外に何ができるかについて話し合いました。 

 

まず、感性、音の高低、右手左手の認識、指先を使う運動（教具）、強い弱いなど、鍵盤の白黒、

速い遅い、拍感など、ピアノに触れなくてもできることがいくつもある。 



 

例として、ピアノリトミックのレッスンで使用している、お手のうたや、おゆびのうた、を積極的に

活用。 

ピアノ伴奏に合わせ、自分の体で自由に表現することにより、パーティーA に入ったときに、そ

れを指で鍵盤にうつしスムーズな表現ができるように、しっかりとした感性の基盤つくりが必

要。 

2 歳児は、言葉をうまく表現できない子がほとんどなので、講師側がしっかりとした勉強をし、

パーティーA へ向けてスムーズなピアノ導入がピアノリトミックによってできるよう、感性を磨き、

対応できるようにしておくこと重要だが、感覚的な物が、本格的なピアノレッスンを始める前の

2 歳から備わっておくと、パーティーA の導入がどれだけスムーズか、想像しただけで楽しみで

ある。 

（ピアミック受講生：本原先生） 

 

※次回は 

「ピアミックワーク⇒バスティンへ」を１ページずつ考える。 

グッズについて 

 

※来春開催予定「２歳ピアノを習う前のピアノ発表会」について 

 

記：金子栄美子 


